
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 岐阜県高山市 2. 連携先
の団体

飛騨高山大学連携センター、飛騨ジモト大学、ＮＰＯ法人まちづくりスポット、景観町並保存連合
会、鳩峯車組、高山市文化協会、飛騨地区高校連絡会、市内各高等学校 ほか

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:004

モデル性・波及性

・有休資産を地域資源として最大限活用
・伝統と革新の融合(ベストミックス)を追求
・若者の定着という最大の地域課題に対し、
直接的かつ強力にアプローチ

・様々な財が有限で縮んでいく社会を前に
人とひととの繋がり(ネットワーク)は無限
→ 繋がりの連鎖により高い事業効果を発現

3. 取組
目的

市内外の若者に歴史文化など飛騨高山の魅力を伝えるとともに、様々な活動を通じて人
とひと、人とまちを強く結び付けることにより、将来に渡って持続可能なまちづくりに繋げる

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

平成29年4月
(令和2年7月)

取組の
カテゴリー 地域活性化村半(むらはん) ～飛騨高山の町家建築を舞台とした 若者によるまちの未来づくり～

地方創生SDGsの視点

・歴史的価値の高い町家建築を公有化の
うえ改修整備し、後世へと確実に継承

・市内外の若者がまちなかの活動拠点として
利活用し、ひとやまちとの関係を深化

・まちの魅力向上による定住・滞在の促進
・国内外からの関係人口(ファン)の獲得

→ 将来に渡って持続可能な地域の形成

ステークホルダーとの連携

・公募市民による整備に向けた検討会、
利活用検討会の意見を整備内容等に反映

・多くの地元高校生や大学生が事業に参画
・有識者の知見等を活用した施設整備
・当該事業を契機に地元の屋台組では70
年ぶりに秋の高山祭での「当番飾り」を復活
→ 構想段階から貫いた幅広い官民の連携

城下町中心部の大規模な伝統建築を公有化し、若者による地域活性化を推進するための拠点施設として再生

飛騨地域では、4年生大学がなく地域からの通学も困難なため、大学等への進学者は一度故郷を離れ、
そのまま都市部で就職する者が多く、人口減少に拍車がかかるという深刻で構造的な地域課題を有する

村半(若者等活動事務所)
高山市下二之町6
(下二大新伝建地区)
敷地 692.12㎡
建物 主屋 378.55㎡

まゆ倉庫 119.23㎡
土蔵3棟 209.16㎡

明治8年8月(築145年)
約3.6億円(H30～31)
※景観刷新支援事業を活用

【概要】
(1)名称
(2)所在

(3)面積

(4)建築
(5)整備

「村半」が存在することにより、人とひとの絆が生み出され、人とまちを強く結び付け、
当地における持続可能なまちづくりに繋げることが、本プロジェクトの狙いであり、願いである

高校生をはじめ地元の若者が、歴史文化に代表される地域の魅力を知り、学校や年齢を超えた人々との交流を通じ、
飛騨高山への誇りと愛着を育むこと、市外からの大学生や教育旅行生のフィールドワーク等の拠点としての利用や
国内外からの訪問者の満足度向上により、飛騨高山の根強いファン「関係人口」の創出に繋げることを目指す

【経過】
H29

H30

H31

R02

国交省による事業採択
対象物件の選定
整備に向けた検討会(～H30)
対象物件の取得
基本・詳細設計
改修整備
備品等調達、各種製作
利活用検討会
7.1供用開始



自由記述欄

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

学習、読書、相談、交流、
展示、演奏、映像視聴、
休憩、飲食 など

休憩、写真撮影 など

研修、発表、ミニシアター、
まち歩き拠点 など

会議、見学、お茶会 など

村半
https://www.city.takayama.lg.jp/shisei/1008717/1011761/index.html

事業について詳しくは、村半で検索または
下記ＵＲＬから公式ＨＰを参照

【平面図・主な用途】

村半

誘引

【研修や交流、編集作業など様々に利用される】【夜は石灯篭が灯り、木々がライトアップされる美しい庭】

【弁柄塗りの朱色が古い町並に印象的な外観】

【位置図】
※周遊・滞在を誘引
する戦略的な立地

※間口が25ｍにも及ぶ
飛騨高山でも最大級の
建築規模を有し、豪放
な佇まいを見せる

【西村幸夫教授らを外部有識者に迎え、公募市民らによる検討会の議論を重ねた】


